
令和６年度事業計画

Ⅰ 基本的な考え方

昨年５月８日に新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが５類に移行され、ウイズ 

コロナに向けた適切な協会事業の展開が求められています。

また、これまで協会が行ってきた嬉野台生涯教育センター、但馬文教府、西播磨文化会

館、淡路文化会館の管理・運営が新事業者に移行されました。

こうした中、令和６年度は、「いなみ野学園」「阪神シニアカレッジ」「ひょうごラジ 

オカレッジ」を引き続き運営していくとともに、生涯学習講座の実施、公民館等社会 教育

施設職員等を対象とした人材育成、シニアニュースポーツの普及、生涯学習情報の発

信など、あらゆる世代の生涯学習を支援する取組を充実し、全県の生涯学習先導拠点とし

ての役割を果たしていきます。

１ 生涯学習の推進

あらゆる世代の生涯学習を支援するため、くらしに役立つ趣味や知識等の分野に関す 

る講座や生活に必要な基礎知識を習得するための講座など、受講者ニーズを踏まえた短 

期集中講座を実施します。

また、ひょうごインターキャンパスや生涯学習リーダーバンクの運営等を通じて、生

涯学習に関するさまざまな情報提供等を行います。

２ 高齢者等の学びの支援

高齢者の学びを支援するため、学習ニーズを踏まえた魅力あるカリキュラムの充実を 

図ります。
また、若手講師による講座や、時代のニーズを捉えた新しい内容の講座を増やすとと

もに、地域の企業・団体、国・県と連携しながら、講座内容の一層の充実に努めます。 
さらにオンライン年間聴講生を新たに募集し、１年次の共通講座を録画配信します。

３ 経営改善の推進

コロナ禍での入学者数の減少や物価高騰による影響で、協会の経営状況は依然として厳 

しい状況にあります。

今後とも、学生増につながる学園の魅力向上に努めるとともに、令和 5 年 6 月に設置

した「兵庫県生きがい創造協会経営改善推進本部」のもと、引き続き経費削減対策及び収

入確保対策を講じながら、「令和7年度収支差額ゼロ」を目指した経営改善に取り組みま 

す。



Ⅱ 令和６年度事業計画

１ 生涯学習の総合的推進

(1) 生涯学習に係る情報提供・調査研究の実施  ※中項目または事業名の後の（ ）は実施機関

事 業 名 事  業  概  要

①ひょうごインターキャ

ンパス（兵庫県生涯学習

の広場）の運営

（協会本部）

・教育機関・民間企業・行政等様々な生涯学習機関と連携し、多彩で 

幅広い生涯学習情報を提供するウェブサイト「ひょうごインターキ

ャンパス」を運営します。

②生涯学習リーダーバン

クの運営

（協会本部）

・生涯学習で得た知識・技能を生かし、ボランティア指導者として学習 

グループ等の活動支援をしようとするいなみ野学園研究生等の新た

な登録を促進するとともに、その利用促進を図り、学びの社会還元を

推進していきます。

③生涯学習推進アドバイ

ザー派遣事業の実施

（協会本部）

・市町や生涯学習関係機関が抱える課題の解決を支援する生涯学習推進

アドバイザー派遣事業を実施します。

④生涯学習情報提供・相談

の実施

（協会本部）

・講座、資格、施設、イベント等に関する各種の生涯学習情報を提供す

るとともに、生涯学習に関する相談に応えます。

⑤生涯学習にかかる調査

研究

（協会本部）

・社会教育、生涯学習をめぐる最近の諸課題と対応の実態について、県

教育委員会、県公民館連合会などと連携し、調査研究します。

(2) あらゆる世代の生涯学習を支援する公開講座等の実施

① 生涯学習公開講座

協会本部

いなみ野学園

・現役世代を含むあらゆる世代の生涯学習に対する意識の高揚を図 

るため、政治･経済､芸術･文化､防災等について著名な有識者による

講座を広く県民を対象にして開催します。

阪神シニアカレッジ ・オープンキャンパスなどの機会を活用し、学長の企画による文学、

歴史に関する公開講座「学長文学歴史サロン」を開催します。

② 多世代交流事業の実施（協会本部、いなみ野学園）
いなみ野学園の休園日の学舎などを活用し、学園生と地域の多世代住民がともに学び、 

交流するイベントなどを実施します。
〔講座・イベント例〕親子陶芸教室、多可町との交流事業（絵画教室） など

③ 短期集中講座の実施（協会本部、いなみ野学園、阪神）
通年ではなく短期間の講座へのニーズを踏まえ、いなみ野学園の休園日などの学舎を
活用し、くらしに役立つ趣味・知識等の分野の講座や、生活支援分野において活躍する
ために必要な基礎知識を習得するための講座など、短期集中講座（有料制・複数回開催）
を実施します。
〔講座例〕 文学散歩、算数・数学講座、話し方講座、剪定 など



④ 聴講生制度（いなみ野学園、阪神）

ア いなみ野学園

いなみ野学園高齢者大学の講座の一部を公開し、地域づくりについて学ぶきっかけ 

づくりや実践活動の充実につなげていきます。

さらに「人生 100 年時代」に対して退職後の生き方を考える世代（退職準備世代）

に学びの場を提供し、就業・介護等の事情から高齢者大学への入学が困難な層にも学 

習の機会を提供します。

令和３年度からは、現役学生も他学年の共通講座及び同一学科の専門講座の聴講を

可能としました。

・受講料（1講座あたり） 学生・卒業生1,300円、一般1,500円 

イ 阪神シニアカレッジ

高齢者大学の講座の一部を公開し、カレッジライフの楽しさを体験していただき、

募集案内を送付するなど学生の確保につなげていきます。

・受講料（1講座あたり） 学生・卒業生1,300円、一般 1,500円

⑤ ラジオ講座番組（ひょうごラジオカレッジ）の提供
著名な講師陣による質の高いラジオ講座を運営し、幅広く県民に生涯学習の機会を提 

供します。

(3) 生涯学習関係機関職員研修の実施

地域における学習拠点・活動拠点である公民館等の生涯学習関係機関の職員等を対象と 

する体系的な研修の機会を提供し、地域課題の解決に必要な知識・技能を養成する研修等 

により、関係職員等の資質向上を図ります。

① 新任社会教育関係職員等研修（協会本部）

社会教育関係職員として、職務を遂行する上で求められる基礎的な知識や技能を習 
得するための研修を実施します。
・開催回数 年１回

・対 象 者 社会教育・生涯学習関係職員等（経験２年未満程度）

② 社会教育関係職員等スキルアップ研修（協会本部）

企画能力、広報力、事業評価力など社会教育推進に向けた専門的な知識や技能を習得 
するための研修を実施します。
・開催回数 年２回程度

・対 象 者 社会教育・生涯学習関係職員等

③ 社会教育・生涯学習主管課長及び社会教育施設長等研修（協会本部）

社会教育主管課長や公民館長を対象に、社会教育・生涯学習の動向を学ぶとともに研 
究協議を行う研修を実施します。
・開催回数  年１回
・対 象 者  社会教育・生涯学習主管課長、公民館長等社会教育施設の長 等

２ 生涯学習に関わる多様な主体との連携・交流

生涯学習や地域づくり活動に対する多彩な県民ニーズに応えるため、多様な生涯学習関 

係機関、活動団体等とのネットワーク化や連携を進めます。

 



         

(1) 大学等学校教育機関との連携

① 兵庫大学、兵庫教育大学等との連携（協会本部、いなみ野）

兵庫大学・兵庫大学短期大学部、兵庫教育大学等との連携により、生涯学習講座の開

設、学校施設の相互利用等を実施します。また、兵庫大学看護学部生との交流を実施 

します。

② 関西労災看護専門学校との連携（阪神）
健康学科、国際理解学科の講座の中で関西労災看護専門学校生との交流を実施しま 
す。

③ 公益財団法人兵庫県青少年本部山の学校との連携（いなみ野）

山の学校生徒による施設内の倒伐木のほか、交流事業に取り組みます。

(2) 公民館等市町関係機関との連携（協会本部）

公民館等が主催する生涯学習講座等の講師の紹介、生涯学習推進アドバイザーやいな 

み野学園研究生の派遣などにより、市町の生涯学習事業を支援していきます。

(3) 博物館等社会教育機関との連携（協会本部、いなみ野、阪神）

県立美術館、兵庫陶芸美術館、県立考古博物館、県立人と自然の博物館及び県立丹波年 

輪の郷との連携により、高齢者大学への講師派遣、各施設の実施事業への積極的な参加等 

を実施します。

(4)  高齢者大学等関係組織との連携
① 同窓研修会との連携（いなみ野）

同窓研修会を高齢者大学卒業生の生涯学習機関と位置づけ、講師としての研究生

等の紹介を通じて研修活動の充実に協力していきます。あわせて、協会の協働先とし

て、事業実施に協力を求めることとし、「子育て応援事業」の共同実施を働き掛けてい 

きます。

② ラジオカレッジ友の会（放送大）

高齢者放送大学の「ラジカレ応援団」ともいえる友の会の活性化を図るため、友の

会の組織率向上や自主事業の実施、運営継続などに関する課題を代表者会議の中で検

討していきます。また、地方スクーリング等の機会を通じて、各友の会会員と個別に
意見交換を行うなど、きめ細やかな支援協力を図っていきます。

③ 阪神シニアカレッジ同窓会との連携（阪神）

カレッジ学生・聴講生募集への協力、同窓会が実施する講座への講師紹介など、相 

互に連携を進めていきます。

(5) 広域ネットワーク組織との連携

兵庫県公民館連合会等の県域ネットワーク組織との連携を強化するとともに全国明る 

い長寿社会づくり推進機構連絡協議会等の全国ネットワーク組織や関西圏・首都圏シニ 

ア大学校等の県域を越えたネットワーク組織との連携を強化していきます。



   

①  兵庫県公民館連合会との連携（協会本部）
兵庫県公民館連合会と連携し、第67回兵庫県公民館大会を開催します。また、生涯 

学習関係機関職員等研修を共同実施することで、同連合会との連携強化を図ります。

第67回兵庫県公民館大会概要

開催日：令和７年１月（予定）

場 所：兵庫県いなみ野学園

主 催：兵庫県公民館連合会

共 催：公益財団法人兵庫県生きがい創造協会 

内 容：表彰、施策説明、講演ほか

② 全国明るい長寿社会づくり推進機構連絡協議会との連携（協会本部）

高齢者の生きがいづくり・健康づくりを推進し、地域の支え手となる高齢者を育む 

活動に取り組む全国明るい長寿社会づくり推進機構連絡協議会が主催する会議・研修 

会に参加し、推進機構相互の情報交換や事業推進の協議を行います。

③ 関西圏・首都圏シニア大学校交流事業（協会本部、いなみ野）

関西圏・首都圏の高齢者大学の運営者・学生・卒業生等に呼びかけ、互いに知識を

深め、交流の輪を広げることを目的として実施している当該事業に兵庫県の高齢者大

学等関係者に呼びかけ参加します。

④ 県内文化施設との連携（あいカード）（協会本部、いなみ野、阪神）

県内の美術館、博物館等の文化施設における当協会が所管する県高齢者大学等学生 

を対象とする割引利用制度（あいカードの提示による割引）により、学生の学習ニー 

ズに対応するとともに、文化施設の利用促進を図っていきます。

(6) NPO、社会福祉協議会等地域活動団体との連携（いなみ野、阪神）

ボランティア活動の場の提供、実践体験講座の支援等に取り組むボランティアセンタ 

ーを運営する市町社会福祉協議会、NPOを育成する中間支援団体等との連携を進めてい

きます。

(7) 学園の魅力を活かした地域住民との交流（いなみ野）

施設の魅力を活かした地域住民との交流を行います。

・学園の魅力ある資源を活かした陶芸および園芸の地域開放型講座

・「親子陶芸教室」の継続実施（再掲）

３ 地域社会を支える高齢者等の学びの支援

(1) 高齢者大学事業の充実

・幅広い教養の涵養やクラブ活動を通じた仲間づくりなど、引き続き高齢者の生きがいづ

くりを支援するとともに、学習成果を地域社会で生かす取組みを強化するなど、高齢者 

大学事業の充実を図ります。

・いなみ野学園、阪神シニアカレッジ及び各地域高齢者大学は、立地する地域の特色、施

設の状況、学生の学習ニーズ等を踏まえ、それぞれの個性をより生かした先進的な講座 

運営等を目指します。



 
 

 
 

① いなみ野学園

ア いなみ野学園大学講座

高齢者の多様なニーズに柔軟かつ機動的に対応した魅力あるカリキュラムになる

よう常に検証を行い、入学者の増加に努めます。

また、若手の講師に加え、時代のニーズを踏まえた新しい内容の講座を増やすとと

もに地域の企業・団体や国、県、との連携を図りながら、講座内容の一層の充実に努め

ます。さらにオンライン年間聴講生を新たに募集し、１年次の共通講座を録画配信し 

ます。

〔入学資格・定員等〕

入学資格

①概ね56歳以上の県内在住者で、学習や地域活動に意欲のある方

②本大学卒業見込みまたは卒業した者は、卒業学科（在学学科）も志願するこ 

とができる

学習年限 ４年

授業日等

授業日
・第１学年＝月曜日  ・第２学年＝火曜日

・第３学年＝木曜日  ・第４学年＝金曜日

授業時間数等

・授業 週１回

・毎日の授業時間数＝90分×２回の講義、実習と園外実習

など。

1年   共通講座25講座・専門講座35講座

2～4年 共通講座20講座・専門講座40講座

定  員
園芸学科・健康づくり学科・文化学科 各 100名

陶芸学科 40名 計 340名

経  費

入学金  6,000円

受講料（年間） 50,000円

その他実習費等

〔講座内容〕

講座名 学習目標 学習内容

共

通

講

座

専門講座の基礎的な講座と様々な分

野についての見聞を広げ、地域を支

え、学び続けるため、「深く兵庫を学

び、広く世界を知る」「健やかに生き、 

安全・安心に暮らす」「生きがいを創

り、人間を磨く」に則り、計画的な講 

義を同一年次の受講生全員が共通し

て学びます。

歴史・文化、自然、生き方、人間関係 
健康・医療、福祉・介護、経済・法律、 
防災・防犯、交通安全
社会の動き、地域創生、その他



 

 

専
門
講
座

園
芸
学
科

園芸に関する知識と技能を修得する

とともに、広く農業や環境保全の問題

について学ぶことにより、地域に貢献
する意識と能力を身につけます。

園芸植物の栽培基礎、野菜・草花・

果樹・樹木その他の園芸知識、園芸に 
関する時事問題、地域貢献

健
康
づ
く
り
学
科

こころとからだの調和がとれたより

良い生活を実践するモデルとなると

ともに、健康づくりを通じて地域に貢 

献する意識と能力を身につけます。

からだ・運動（実技・運動概論）、食事・

住居・環境、健康・福祉、地域貢献、 

その他

文
化
学
科

文化や歴史、芸術、文学に関する教養

を深めるとともに、学びを通じて地域 
に貢献する意識と能力を養います。

ふるさとの地誌、兵庫の偉人、日本の 

歴史、日本の文学・語学、伝統文化、世

界の文化、異文化理解、芸術の世界、表
現、旧跡探訪、その他

陶
芸
学
科

陶芸に関する基礎的な知識や技能を 陶芸の歴史と鑑賞、作陶、施釉、焼成、
学び創作するとともに、作品鑑賞を通 その他
じた豊かな心の醸成により地域社会

に貢献する意識と能力を身につけま
す。

〔陶芸学科専修コース(令和３年度～)〕
陶芸学科卒業生など、陶芸に関する一定の技能を持っておられる方を対象 

に、「陶芸学科専修コース」を開設しています。(１年制・更新可能)

イ いなみ野学園大学院講座
高齢者大学講座等で学んできた知識や技能を掘り下げ、個人や地域の力を再発見す 
ることにより、地域での活動をはじめ、地域づくりに役立つさまざまな活動の手法を 
学びます。

〔入学資格・定員等〕

入学資格
２年制以上の県・市町立高齢者大学を卒業（見込みを含む）した方

特に学習及び地域活動に意欲があると学園長が認めた方

学習年限 ２年

授業日等 授業日 第１学年＝火曜日 第２学年＝金曜日  授業日数 年間 30日

定 員
地域づくり研究科   計 50名

（歴史・文化、健康・福祉、環境・地域、景観園芸 全 4コース）

経 費
入学金6,000円

受講料（年額）50,000円



〔講座内容〕

コース名 学習目標 学習内容

歴史・文化 

コース

地域の歴史、兵庫の歴史、地域の文

化、日本の文化について学び研究し 

ます。

日本・諸外国の歴史・文化、地域の歴史・ 

文化、伝統行事・伝統文化、文化遺産、文

学、偉人、その他

健康・福祉 

コース

健康及び福祉という観点から人生

や地域の在り方を研究します。

健康・福祉、ボランティアグループの運営、 

レクリエーション、その他

環境・地域 

コース

環境問題の現状を知り、次世代を見 

据えた人と地域や自然との関わり

方について学び研究します。

環境保全と地域活動、再生可能エネルギ 

ー、日本のエネルギー消費、生物多様性、

その他

景 観 園 芸

コース

自然や風土と関わる生活を見つめ

直し、豊かな暮らしのあり方につい 

て学び研究します。

地域の自然・風土、造園・園芸、景観園芸 

による地域づくり、その他

ウ 研究生制度

高齢者大学の卒業生を活用した生涯学習指導者の養成を図るため、いなみ野学園大

学院講座修了者を対象に、生涯学習指導者としての研究及び実践活動を行う研究生制

度を運営します。

対 象 者 いなみ野学園大学院修了者

研究期間 原則５年限度

内  容

研究計画書の提出及び研究期間末に成果報告を提出します。

大学院講座学科主任又は同講座講師の指導を受講します。

いなみ野学園大学講座の特任講師として講義を奨励します。

研究機会 年15回 (公開講座・ゼミなどの登園日数)

経  費 負担金 （年間）25,500円

エ 学園運営等サポーター
高齢者大学の講座運営等を支援する高齢者大学等運営サポーターを募集、登録し、
高齢者大学卒業生等の学習成果を活かしていくとともに、高齢者大学等の活性化を図 
っていきます。
〔学園運営サポーター〕

種  別 内       容

(講座等)運営サポー

ター（５名程度）

大学院や大学の講座における円滑な講座運営のための講座補助業務

を行います。                 〔対象〕研究生等

地域活動支援センタ 

ー運営サポーター

（３名）

学生等による地域活動を企画し、その実践を支援します。

〔対象〕研究生

学園広報サポーター 

(８名)

CATV番組や広報ビデオ、名刺の制作などを行います。

〔対象〕研究生

みどりのサポーター 

（30名程度）

いなみ野学園敷地内の庭木や草花の植栽管理活動を行います。
〔対象〕学園卒業生



 
 

 
 

 

② 阪神シニアカレッジ

ア 阪神シニアカレッジ大学講座

高齢者が生涯学習を通して教養をより高めるとともに、「生涯現役」として創造的に 
生きるための多彩なプログラムを提供します。
〔入学資格・定員等〕

入学資格 56歳以上の神戸・阪神地域在住の方

学習年限 ４年

授業日等

授業  週２回（共通講座1回、専門講座1回）

毎日の授業時間数＝90分の講義、実習とフィールドワーク

年間 1～4年 共通講座30回・専門講座30回

定  員 園芸学科・健康学科・国際理解学科 各50名   計150名

経  費
入学金 6,000円 受講料（年間）50,000円

実習費（年間） 園芸学科のみ 3,000円

〔講座内容〕

共

通
講
座

・現代社会、芸術文化、生命、豊かさなど社会や
人間のあり方などの人文・社会科学関係
・動植物、地震、宇宙などの自然科学関係
・気象、エネルギー、生物多様性などの環境関係
・地域の歴史、文化、言語、経済、自然、都市の
活力、高齢化
・傾聴力、発想法、リーダーシップ

 

区分 学習目標 学習内容

園芸、健康、国際理解の３学科

に共通する分野、地域の魅力や

課題を探り解決を図る地域活動

の分野、人間関係、コミュニケ

ーションの分野について、幅広

い教養と専門の分野について体 
系的に理解します。

専
門
講
座

園
芸
学
科

園芸初心者を対象に、野菜、草

花、果樹、庭木等栽培を中心と

して、園芸の基礎から応用まで 
を段階的に理解します。

・野菜、花、果樹、庭木などの幅広い園芸技術
・園芸道具、資材、種選びや苗選びなどの共通的
基本作業
・園芸植物の基礎科学
・阪神地域に適した家庭園芸実践技術
・先端園芸科学
・グループ実習
・フィールドワーク

健
康
学
科

健康で活動的なシニアライフを

営むために病気、健康を阻害す

る要因、健康長寿を実現する実 
践的手法を理解します。

・病気についての正しい知識
・健康を阻害する様々な要因
・健康長寿を実現する実践的手法
・フィールドワーク

国
際
理
解
学
科

グローバルな視点で私たちの生

活、地域社会、国の課題を考え

ていくために、世界の諸地域、 

世界の政治・経済・社会・文

化、国際社会の現状と課題を理
解します。

・世界の諸地域
・世界の政治、経済、社会、文化
・世界の現状と課題
・国際協力
・地域国際化
・フィールドワーク



イ 阪神ひと・まち創造講座
地域社会等での人間関係・コミュニケーションを改めて学び、あわせて阪神地域の 
歴史・文化・産業・自然などの魅力や課題を再認識することで、地域への愛着をもっ 
たコミュニティ活動等への意欲の醸成とコミュニティの活性化をめざします。

〔入学資格・定員等〕

入学資格 56歳以上の神戸・阪神地域在住の方

学習年限 ２年

授業日等 授 業 日  週１回    授業日数  年間 30回

定  員 30名

経  費 入学金6,000円 受講料（年間） 25,000円

〔講座内容〕
学習目標 学 習 内 容

阪神地域の歴史、文化、産業、自然などの

魅力や課題、地域社会における人間関係の

あり方を理解するとともに、地域課題の解 
決に向けての地域活動を実践します。

・阪神地域の歴史、文化、産業、自然 
・地域活動
・コミュニケーション力、人間関係
・フィールドワーク

(2) ひょうごラジオカレッジ事業の実施

ア ひょうごラジオカレッジ（高齢者放送大学）

著名な講師陣による質の高いラジオ講座を運営し、幅広く県民に生涯学習の機会を 

提供するとともに、中央・地方スクーリング等を通じた学友との交流の場の提供など、 

ラジオカレッジの魅力を積極的に発信していきます。

さらに、令和４年度から年齢・居住制限を撤廃し、ラジオ講座による学習に意欲のあ 

る人なら誰でも参加できるように制度を改正したことを踏まえ、若年層や県外居住者 

など受講生のさらなる拡大を図っていきます。

〔入学資格・定員等〕

入学資格
本科生：ラジオ講座による学習に意欲のある方

生涯聴講生：原則として本科を修了した方

学習年限 本科生：１年 、 生涯聴講生：１年ごとに更新（年限なし）

定  員 本科生：500名 ※生涯聴講生は定員を設けません。

経  費

本科生 県内居住者は6,000円、県外居住者は7,000円

生涯聴講生 5,000円

※テキスト購読料、スクーリング等参加料を含む年額

自主活動

県内各地区にラジオカレッジ友の会が自主的に結成され、活動中です。

各友の会はお互いに交流を図りながら、学習会やボランティア活動な 

どを実施しています。



 
 

〔講座内容〕

区分 運営方針等 学習方法等

ラ
ジ
オ
講
座

・毎週土曜日午前７時から30分間のラ

ジオ講座（ラジオ関西 AM558・FM91.1、 

豊岡AM1395・香美FM77.8）を放送しま 

す。

（学習内容）

①健康・医療

②文化・歴史

③生きがいづくり

④政治・経済、自然科学、地域づくり、 

その他社会的話題性を有する事項

・聴講後、講座の感想文をはがき（また
はメール）で提出します。

・本科生は、月１回程度往復はがきで感 

想文を提出し、返信用はがきでラジオ

カレッジ講師から個々に助言します。

・講義の概要や学生の感想文などを掲

載したテキストを毎月１回、さらに、 
特集号を年１回発行（郵送）します。

ス
ク
|
リ
ン
グ
等

・学生相互あるいは学生と講師・職員と

の交流を深めるため、スクーリング、

研修旅行、春のつどい、文芸祭を行い 

ます。

・中央スクーリング（年２回）
いなみ野学園キャンパス

・地方スクーリング（各年１回）
阪神・神戸・淡路、丹波、但馬、 
西播磨・東播磨の各地域

・研修旅行（県内 年１回１日）
・春のつどい、文芸祭
いなみ野学園キャンパス

イ ラジオカレッジサポーター
テキスト等の編集や発送に関すること、行事開催に関することなど、ラジオカレッ
ジ運営を支援する「ラジオカレッジサポーター」を募集・登録し、各種事業にスタッフ 
として参加しています。
・対 象 者  ラジオカレッジ学生

・募集人員  20 名

・活動日数  年 20回程度

(3) 地域づくり活動の推進と支援

① いなみ野学園地域活動支援センター

いなみ野学園の学生・卒業生が行う地域づくり活動を推進する拠点として「地域活 

動支援センター」をいなみ野学園内に設置し、ボランティア情報の提供やボランティ 

ア団体の創設・運営、活動成果の情報発信を支援しています。

・運営サポータ４人
・主な機能  グループ登録やマッチング等の地域での実践活動のきっかけづくり。

地域活動の企画・運営に関する相談、研修会、講演会の開催、広報 
紙の発行など活動成果の情報発信

② 阪神シニアカレッジ地域活動支援センター

卒業生等へのボランティア情報提供やボランティア団体の創設・運営等を支援する
「地域活動支援センター」を運営し、県高齢者大学卒業生等が行う地域づくり活動を 
促進します。



    

・主な機能  グループ登録やマッチング等の地域での実践活動のきっかけづくり
地域活動の企画・運営に関する相談、研修会、講演会の開催、広報

紙の発行など活動成果の情報発信、登録グループの行う地域活動に対 

する経費支援

(4) 高齢者の交流・健康づくり活動の広域的展開・場の提供

ツゥゲットボール等のシニアニュースポーツの普及、全国健康福祉祭（ねんりんピック） 

への選手派遣を行い、高齢者の交流・健康づくり活動を広域的に展開していきます。

① シニアニュースポーツ

グラウンド・ゴルフをはじめとするシニアニュースポーツの普及促進を図り、当協 

会が開発したツゥゲットボールの全県大会を開催します。

ツゥゲットボール全県大会    ・開催日  令和６年 11月（予定）

・参加者  160 名（32チーム）

② 全国健康福祉祭（ねんりんピック）

全国の高齢者がスポーツ等を通じて交流を深める全国健康福祉祭（ねんりんピック） 

に兵庫県選手団を派遣します。

〇ねんりんピックはばたけとっとり2024（第 36回全国健康福祉祭とっとり大会）

・会 期  令和６年 10月 19日～22日

・選手団  180 名程度

４ 経営の健全性・透明性の確保

県民の生涯にわたる学びを応援する先導拠点の実現に向けて、県民の信頼を得ながら、安 

定的、持続的な経営に努めます。

「兵庫県生きがい創造協会経営改善推進本部会議」を通して、経営の健全性・透明性を確

保し、いなみ野学園をはじめ各種事業の魅力向上に取り組みます。

(1) 安定した収入の確保

① 高齢者大学入学者の確保

応募者数が減少傾向にあることから、魅力的なカリキュラムの設定など、高齢者大学 

の魅力向上を図り、入学者定員の確保に努めます。

また、入学者募集の際に効果的な口コミによる周知を図るため、学生・卒業生等への

高齢者大学に関する定期的な情報提供を行うほか、PR効果の高いホームページ、マス 

メディアの活用など、効果的なPRに努め、認知度の向上を図ります。

② 適正な受益者負担の徴収

協会事業に係る経費について、適正な受益者負担を求めることとし、いなみ野学園 

では、原料・資材の価格高騰を踏まえ、講座充実費や実習費などの学生納付金の改正を 

行います。



③ 寄付募集の推進

いなみ野学園創立50周年を機に、令和元年度から寄付募集を開始しました。今後も 

在園生に寄付募集を積極的に働きかけるとともに、ホームページ等を通じて広く一般 

への周知に努め、寄付受納の一層の促進を図ります。

④ オープンキャンパスの開催（いなみ野、阪神）

施設の見学を通じて入学志望を高めてもらうため、オープンキャンパスを開催します。 

講義参観やクラブ見学のほか、秋の「文化祭」(学園祭)開催時には地域内の住民に広

く参加を呼びかけるなど一般県民に開放することで、高齢者大学での学びや活動への

理解と啓発を図り、生涯学習を推進する機会とします。

⑤ 自主事業の収益の確保

積極的な広報を行い、新規利用者の掘り起しなど利用者の増加に努めます。

また、いなみ野学園の学生・卒業生等との連携により、出品物の販売拡大を目指しま 

す。

ア 高齢者手づくりの店（協会本部）

高齢者が、趣味、創作活動として製作した手工芸品や民芸品、育成した野菜・花 

などを販売する場として、引き続き、民間事業者に委託して運営します。
・出品物    野菜、花き、果物、苗、菓子、手芸品など

・施設の概要  木造平屋建寄棟造 117.9 ㎡

イ 高齢者園芸センター（協会本部）

高齢者が土と親しみ作物を育てることを通じて健康を増進するとともに、地域や 

世代間の心のふれあいと交流を図る場として運営します。

(ｱ) 指導者付貸農園（ファミリーファーム）の運営

・区画数 448区画(16.5㎡；395区画、30㎡；14区画、32㎡；39区画）

・利用料 16.5㎡       7,200円／年

30㎡及び32㎡   18,000円／年

(ｲ) 施設の概要

・ファミリーファーム  11,620㎡  ・農 園         4,415㎡

・果樹園           6,330㎡  ・管理棟          176 ㎡

ウ 高齢者陶芸の村（協会本部）

高齢者が作陶活動を通じて、仲間と共に生きがいを創造する場として、会員の自 

主運営により実施しています。

(ｱ) 会員の入村・利用料等

・会 員 60 歳以上の者

・入村料 12,000円 ・利用料 月額 6,000 円（３月分前納）

・材料費・焼成費 内容に応じて設定

・作陶日：週２回（月・木）



指導員が作陶焼成等の指導にあたります。

（ｲ）地域への開放

地域の人々に施設を開放し、広く陶芸の普及と世代間交流を図ります。

・利用料 一人１日1,500円

・材料費・焼成費 内容に応じて設定

・指導員が作陶焼成等の指導にあたります。

・作陶日：毎週水曜日

(ｳ) 施設の概要

・敷地 2,820㎡、建物 720.78㎡

・作業棟３棟451.11㎡、窯棟３棟120.43 ㎡、乾燥棟72㎡、その他78.24㎡

(2) 職員の適正配置等による運営

長期的視点で事業を計画的、継続的に執行することができるよう職員の適正配置等に 

よる運営を行うとともに、高齢者大学のクラス運営等のルーティン業務を運営サポータ 

ー等による自立的運営に移行するなど、高齢者が高齢者を支援する体制で運営を行いま 

す。

(3) 協会事業の透明性確保・広報の充実

① 協会事業の見える化

ア 協会ホームページで、組織・収支状況・経営方針・事業内容・イベント情報など

を定期的に発信します。

イ ニュースレター「生きがい通信」（協会本部）

高齢者の生きがいと健康づくりに関する情報などをニュースレターとしてホー

ムページに掲載することにより、地域社会への貢献についての県民の意識啓発を図 

るとともに協会事業の内容を積極的に発信します。

・発信回数  年３回

② マスメディアとの連携

ラジオや新聞等のマスメディアの協力を得ながら、当協会及び協会事業の情報発信 

を行います。

③ いなみ野学園情報番組の制作・発信（いなみ野）

ア 地域ケーブルテレビ局「BAN-BANテレビ」の協力を得て、大学院講座学生等の自

主制作により放映している番組「播磨まちかどニュースwithいなみ野学園」への 

応援を通じて、学園行事等の情報発信に努めます。

イ 学園ホームページを活用し、学生の協力を得て「播磨まちかどニュース with

いなみ野学園（瓦版）」を発行し、学園の活動や魅力について情報発信を行いま 

す。

④ ホームページの運営

可能な限りの情報公開を目指すとともに、わかりやすく、親しみやすい、身近に感 
じてもらえる施設像の情報発信に努めていきます。



(4) 経営改善の推進

健全な財務基盤の確立にむけ、実施事業の見直し、経営効率化にむけた取組みを進 

めます


